
ニャマ先生の online 塾

中学公民　人権思想と日本国憲法

要点チェック（レベル１）
１，人権思想の歴史
(1            )：すべての人間が生まれながら持っている、人間らしく生きる権利。

しかし、国王や政府などの権力者によって制限されたり奪われたり、現在の日本でも侵害される問題
がある。

世界では、17 世紀から人権思想が発達し、1688 年イギリスで名誉革命が起こり、
翌年、(2        　　       )を発布し、国王に国民の権利と議会の権限を認めさせた。
イギリスの思想家 (3        　       )は「統治二論」を書き、国王に抵抗する権利を主張。

1775 年アメリカ独立戦争が起き、翌年、(4                           )を発表
基本的人権と国民主権を主張。国王や貴族がいない民主的な共和国。
フランスの思想家 (5                      )が「法の精神」で国家権力を三つに分けて監視することを主張。
→４に取り入れられる

1789 年フランス革命が起き、(6          　　                )を発表
人は生まれながらに、自由で平等な権利をもつと主張。
フランスの思想家 (7                    )が「社会契約論」で、すべての国民が決定権をもつ人民主権を主張。
国王や一部の権力者の特権で政治を行うことを否定。

20 世紀初め、資本主義経済により、貧富の差が拡大した。
第一次世界大戦後、1919 年ドイツで (8                         )を制定
だれでも人間らしい生活を営む権利の社会権が登場。女性参政権も明記。

第二次世界大戦後、
1948 年国際連合で、(9                      )を採択。すべての国が人権を守るべきと宣言。

ルソー、
けんり

権利
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章典 、世界人権宣言、フランス人権宣言、ワイマール
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憲法 、モンテスキュー、
アメリカ独立宣言、ロック、人権、
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確認問題１
問１　17 世紀ごろから人権思想が発達し、1689 年イギリスで発表され
　　　たものは、何か。
問２　1776 年に独立宣言を発表した国は、どこか。
問３　1789 年に革命が起き、人権宣言が発表された国は、どこか。
問４　２と３で保障されるようになった人権は何か。２つ答えなさい。
問５　1919 年ワイマール憲法が制定され、世界で初めて、人間らしい
　　　生活を営む権利が認められた。この憲法が制定された国はどこか。
問６　第二次世界大戦後、1948 年国連で採択され、人権が全世界的に
　　　保障されるべきだとした宣言は、何か。
問７　17 世紀イギリスの思想家で、「統治二論」で抵抗権を唱えたのは、
　　　だれか。
問８　18 世紀フランスの思想家で、「社会契約論」で人民主権を唱えた
　　　のは、だれか。
問９　20 世紀初めに確立した、だれもが人間らしい生活を営むことがで
　　　きる権利を何というか。

２，日本国憲法の原理
立憲主義：君主や政府の政治権力を憲法で制限して、法によって支配するしくみ。
　　　　　イギリスの権利章典などように、国民が君主や政府に課すもの。

大日本帝国憲法：天皇が臣民（国民）に与えたもの。（憲法本来の性質とは主語が逆）
　　　　　　　　主権は (1       　      )、人々の人権は (2                  )で認められた。
　　　　　　　　人権を制限する法律があった。

日本国憲法は、1946 年 11 月 3 日に公布、1947 年 5 月 3 日に施行。
３つの基本原理
(3                            ) 国の政治のありかたを最終的に決める権利は国民にある。

前文：日本国民は、正当に選挙された国会における代表者を通じて行動
し、…ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する。

(4                     　           ) 
　　　　　　　　の尊重

一人ひとりがかけがえのない存在として扱う(5        　        )  の尊重  の考え方 
にもとづく

11 条：この憲法が国民に保障する４は、侵すことのできない永久の権利 
として、現在および将来の国民に与えられる。

(6                              ) 戦争放棄、世界の恒久平和のために努力する。

9 条：国権の発動たる戦争と、武力による威嚇または武力の行使は、国際
紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄する。

天皇の地位：天皇は日本国と日本国民統合の (7               )
　　　　　　天皇は内閣の助言と承認に基づいて国事行為を行う。
語句は 3ページにあります。
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レベル１の２、日本国憲法の原理のつづき

憲法改正の手続き
国会が国民に対して憲法の改正案を示すことを、憲法改正の発議という。

国会

　　→

国民
　→

天皇

各議院の総議員の
(8                   )以上の賛成
で発議する

(9                       )で
過半数の賛成があれば、
承認される

天皇が国民の名で
公布する

個人、国民主権、天皇、３分の２、平和主義、象徴、国民投票、基本的人権、法律の範囲内、
2ページとセット

確認問題
問１　国の政治のあり方を最終的に決める権利は何か。
問２　大日本帝国憲法では、１はだれにあったか。
問３　日本国憲法では、１はだれにあるか。
問４　日本国憲法が公布された年月日と施行された年月日をそれぞれ
　　　答えなさい。
問５　日本国憲法の３つの基本原理のうち、だれもが生まれながらに
　　　もっている権利を何というか。
問６　日本国憲法では、天皇は日本国と日本国民統合の何と定められ
　　　ているか。
問７　日本国憲法では、天皇は内閣の助言と承認にもとづき、
　　　何を行うと、定められているか。
問８　憲法改正原案は国会に提出され、各議院の総議員のうち、
　　　どのくらいの賛成で発議される、と定められているか。
問９　憲法改正の発議後、国民に賛成か反対かを問うことを
　　　何というか。また承認にはどのくらいの賛成が必要か。
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要点チェック（レベル 2）
１，人権思想の発達
人権とは、人が生まれながらに持っている自由や平等などの権利。17 世紀から 18 世紀、国王など一
部の権力者だけが政治を動かす専制政治が行われていたヨーロッパで、人権が唱えられ、近代革命を
経て、人権宣言や憲法の形で確立される。

おもな
けいもう

啓蒙思想家（新しい考えを広めた人々）
(1                  )：イギリスで「統治二論」を書き、人民の抵抗権など民主政治の理論を説く。
(2                      )：フランスで「法の精神」を書き、三権分立を唱える。
(3                 )：フランスで「社会契約論」を書き、人民主権を唱える。

人権思想の確立
(4                                 )：1776 年、基本的人権の尊重、国民主権を宣言。人民の抵抗権なども導入
(5                                 )：1789 年、フランス革命で発表。国民主権や個人の自由と平等を明記。
(6                                )：1919 年、ドイツの憲法で、初めて社会権（人間らしく生きる権利）を保障
(7                                )：1948 年、国際連合で採択。人権は世界共通で守られるべきと宣言。

２，日本国憲法の制定
立憲主義：政府や君主の政治権力を憲法によって制限する。
(8                               )：1889 年発布。天皇主権。天皇も政府も憲法を守ることになっている。
　　　　　　　　　　　一部の人権を「臣民の権利」として認めたが、法律の範囲で制限できた。
　　　　　　　　　　　→治安維持法などによる人権弾圧

第二次世界大戦後、1945 年から GHQ（連合国軍最高司令官総司令部）が民主化を主導。
(9                           )：1946 年 11 月 3 日公布。1947 年 5 月 3 日施行。
　　　　　　　　　　８の改正手続きによって、決定。

フランス人権宣言、世界人権宣言、ルソー、日本国憲法、アメリカ独立宣言、モンテスキュー、
大日本帝国憲法、ワイマール憲法、権利章典、ロック、
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レベル２のつづき

３，日本国憲法の基本原則
・三大原則
(1                        )：国の政治のあり方を最終的に決定するのは国民である。
(2                                    )：人権を侵すことのできない永久の権利として保障。
(3                       )：戦争を永久に放棄する。

・天皇の地位
天皇は日本国および日本国民統合の (4              )。内閣の助言と承認にもとづいて、憲法に定められた
(5                   ) を行う。戦前では内閣との立場が逆。

・憲法改正：憲法は国の最高法規であるので、特別の手続きが必要
　①各議院（衆議院と参議院両方）の (5              ) の (6                　　)以上の賛成で国会が発議
　② (7               　)で国民に問い、(8                )の賛成があれば成立
　③天皇が国民の名で公布

４，平和主義と日本の安全保障
日本国憲法が定める平和主義
　前文：戦争への反省と、世界の恒久平和のための努力を宣言。
　(9             )条：戦争の放棄、交戦権の否認、戦力の不保持を規定。

日本の安全保障をめぐる問題
(10                )：1954 年発足。政府は「自衛のための必要最小限度の実力」
　　　　　　　90 年代以降、国連平和維持活動(PKO)やイラクなど、海外に派遣。

(11                        )：日本が他国に侵略された場合には、アメリカと日本が共同で対処
　　　　　　　　　　アメリカ軍の日本国内の駐留を認める
(12                        )：日本が唯一の被爆国としての立場から、核兵器を「持たず、つくらず、
　　　　　　　　　　持ちこませず」という原則。守っているかは不明。

基本的人権の尊重、出席議員、過半数、自衛隊、国民主権、日米安全保障条約、３分の２、
９，平和主義、象徴、国民投票、総議員、国事行為、
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基本問題（レベル 3）
１，次のカッコ内に適切な語句を入れなさい。

（①　　　　　　　　　　　）
（②　　　　　　　　　　　）
（③　　　　　　　　　　　）
（④　　　　　　　　　　　）
（⑤　　　　　　　　　　　）
（⑥　　　　　　　　　　　）

２，次の問いに答えなさい。
問１　だれもが生まれながらにもっている権利を何というか。
問２　1948 年国際連合で、人権が世界共有の価値という宣言が採択
　　　された。この宣言を何というか。
問３　国の基本を定めた最高法規を何というか。
問４　３によって国家権力を制限し、国民の人権を守ろうという考え
　　　を何というか。
問５　天皇が行う、日本国憲法に定められた形式的・儀礼的な行為を
　　　何というか。

３，次の表を見て、あとの問いに答えなさい。
　(  ) ① 憲法

1890 年 11 月 29 日施行
(  ) ② 憲法

1947 年 5 月 3 日施行

(  )③ 主権 (  )④

神聖な存在、国家の元首 天皇 日本国・日本国民統合の (  )⑤

法律によって制限できる 国民の権利 (  ) ⑥ の尊重

天皇が統帥権を持つ
徴兵制(兵役が国民の義務)

戦争と軍隊 戦争放棄、戦力の不保持
交戦権の否認

問１、表中の ①～⑥にあてはまる語句を書きなさい。
問２，②の憲法の３つの基本原理のうち、下線部を何というか。
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